
「出会いを大切にするために」  
姶良・伊佐教育事務所長  上拂 博文 

ドイツ映画『ぼくとパパ，約束の週末』を観た。 

自閉症の10歳の少年ジェイソンと，彼の「推しのサッカーチーム探し」の旅に付き添う父との物語。週末

ごとに全56チームをめぐる壮大な旅は，決して楽な道ではなかった。こだわりが強く，独自のルールに従っ

てしか動けない息子と，予定通りにいかない旅路に翻弄される父。旅の途中，重要な仕事を優先させようと

する父から漏れた「ジェイソンといるより仕事の方が楽なんだ」という言葉。父としての後悔が滲み出る。泣

きながらエレベーターに乗るジェイソンの姿を見て，父は気付く。「彼の生きる日常が，まさに“選択肢のな

いエレベーター”のようなものだった」と。自分の常識や都合で子供を理解しようとすることの傲慢さ。理解

や受容がどれほど大切であるかを，この作品は静かに，しかし力強く語っていた。そして，映画の最後には

次の言葉が映し出された。 

「子供の100人に1人が自閉症。自閉症はスペクトラムであり，生きづらさは環境によって違う。」 

教育に携わる私たちへの訴えでもあると感じた。 

一方で，思い出す新聞記事がある。 

コーラス演奏会でピアノ伴奏を務める，還暦を過ぎた教え子が，かつて音楽の愉しさを教えてくれた80

歳の元教員に送った招待状。その文面には「音楽が好きで続けてこられた原点は先生の授業です」とあっ

た。約60年前，教科の面白さを伝えようと，必死に教材と向き合ってきた教員の思いが，教え子の人生の中

で静かに芽を出していた。 

「受け容れられる実感」「理解される経験」は，子供たちの心に深く刻まれる。週末のサッカー旅を通して

少しずつ社会とつながっていく子もいれば，音楽の愉しさに出会い，自己を表現できる場を得た子もいる。 

出会いによって芽生える，その子の人生を動かす力。そして，それを引き出すのは，周囲が向ける“まなざ

し”であり，理解と受容。 

こだわりの強さも，感性の鋭さも，見方を変えれば「才能」の兆し。そこに寄り添い，待ち，時に伴走するこ

とで，子供たちはやがて自らの道を拓いていく。理解・受容・支援の積み重ねが，子供たちの“推しの人生”

を見つける旅につながっていくのだ。 

この夏，子供たちは何と出会うのだろう。それぞれの出会いが，子供たちの未来を創る起点になればと願

いつつ，教育に携わる私たちも子供たちとの出会いを新たな教育の出発点に据え続けたい。  

文教施設等の利用の促進を！～この夏，ぜひご活用ください！～ 

県有の7つの常設展示施設において，県内にお住まいの小・中・高校生（18
歳以下）は，常設展示施設等の土・日・祝日の入場料が無料となります。施設
を利用し，郷土についての学びを深め，ふるさとを愛する心を育みましょう。 

 ※ 入場時に，年齢や住所を確認できる書類の提示が必要です。 

 ◎ 歴史・美術センター黎明館【鹿児島市】 
 ◎ 県立博物館プラネタリウム【鹿児島市】 
 ◎ フラワーパークかごしま【指宿市】 
 ◎ 上野原縄文の森【霧島市】 
 ◎ 霧島アートの森【湧水町】 
 ◎ 屋久島環境文化村センター【屋久島町】 
 ◎ 奄美パーク【奄美市】  【県HP＞健康・福祉＞青少年＞青少年育成】 

姶 良 ・ 伊 佐 教 育 事 務 所 だ よ り 令 和 ７ 年 ８ 月 号          

 

緑の自然のごとく あしたをひらく豊かな心  緑の若葉のごとく あしたを創る確かな学力  緑の大樹のごとく あしたを担うたくましい身体 

 



「ピンチはチャンス」 
これまでの人生の中で，幾度となく出合ってきた「ピン

チ」。「ピンチ」に出合う度に，冷や汗をかき，心臓がバ
クバクと音を立て・・・，ということを繰り返してきたよ
うに思います。しかし，この言葉に出合ったとき，自分の
考え方が180度変わりました。「ピンチ」を自分が成長す
る「チャンス」と捉えることで，その出来事に対して，少
しずつポジティブに考えられるようになってきました。今
でもピンチは立て続けに襲ってきます。それを自分が成長
するチャンスと捉え，乗り越えられると信じて何事にも取
り組んでいきたいです。（Ｇ．Ｍ） 

シリーズ！ 姶良・伊佐教育事務所員が紹介する 

私 の 元 気 の 出 る 言 葉⑲ 



学校名 研究領域 
（教科等） 公開日 研究テーマ等 取組のポイント 

霧島市立 
天降川小学校 

道徳教育 
（地区道徳教
育研究会会場
校） 

令和７年 
６月27日 

学び合いを重視した，主体的・対話的な授業の創
造 
～考え，議論する道徳の授業づくりを通して～ 

○ 教師の役割「聴く・つなぐ・もどす」を意識した授業づくり 
○ 分からない子の発言で進める授業づくり 
○ 「聴き合う関係づくり」の継続的な指導 

霧島市立 
小浜小学校 

学力向上 
（授業研究研
修） 

令和７年 
11月13日 

仮説検証的な授業づくりによる授業改善の実現 
～児童が「楽しい」と思える算数科の授業づくり～  

○ 児童が主体的に取り組む時間の確保（時間的要素） 
○ 教師が「何を学ばせるか」を明確にし，児童が「どのように学ぶ

か」を選択・決定する場の確保（ファシリテーター的要素） 
○ 児童に，自身が解決したい課題を明確にもたせ，他者と協働して

課題解決に向かう場の設定（協働的な学びの要素） 

霧島市立 
溝辺小学校 

生徒指導 
（魅力ある学
校づくり） 

令和７年 
11月28日 

誰もが楽しく通える「魅力ある学校づくり」を目
指して 
～魅力ある授業づくりを中心とした「居場所づくり」と
児童の主体的な活動を通した「絆づくり」」～  

○ 生徒指導の４つの視点を意識した魅力ある授業づくり（算数科・
学級活動） 

○ 生徒指導の４つの視点を意識した絆づくり（児童会活動） 

姶良市立 
建昌小学校 

学習者主体
の授業 

令和７年 
12月５日 

主体的に学習に取り組み，「智をみがく建昌の子
の育成」 
～学びの変容を捉え，自己調整を図る授業を通して～ 

○ 振り返りの工夫 
○ 見通す・選択する場の工夫 
○ 環境の工夫 

姶良市立 
三船小学校 

学力向上 
（国語科） 

令和８年 
２月６日 

文章を正確に理解し，自分の思いや考えを適切に
表現できる児童の育成 
～「螺旋的・反復的な指導」を通して～ 

○ 読解力に関する児童の実態把握と誤答分析 
○ 読解指導に関する系統性の把握と効果的な指導法の研究 

令和７年度 地区研究公開校の取組のポイント紹介 

夏の事故防止について（熱中症・交通事故・水難事故） 



「魅力ある学校づくり」について     

「サポート訪問」をぜひご活用ください！     

  
 
 
 
 
  

いつでも・だれでも・何回でも  【指導主事等が相談にのります！】  

～～  学習指導学習指導  ～～ 
★  学校の勤務が初めてなので授業の進め  
  方に不安があります。 

★ 日頃の授業の悩みを聞いてほしい。 

★ 指導案の書き方を学びたい。 など 

～～  学級経営・生徒指導学級経営・生徒指導  ～～ 
★ 充実した学級経営を行いたい。 
★ 子供への接し方で悩んでいます。 
★  子供たちの自尊感情や自己有用感を高め 
  たい。 など 

～～  年次別研修・校内研修年次別研修・校内研修  ～～  
★ 年次別研修（フレッシュ・ステップ・パワー） の授業にアド 
 バイスがほしい。 
★ 校内研修の進め方に迷っています。 
★ 教育論文や実践記録の書き方を教えてほしい。 など  

指導案 なし！ 

準備物 なし！ 

遠   慮 なし！ 


